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対
象
と
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
製
造
現
場
を
支
え
る
技

能
系
人
材
は
、
高
卒
や
専
門
学
校
卒
が
担

っ
て
い
ま
す
。
産
学
官
の
連
携
に
お
い
て

は
、
新
し
く
立
ち
上
げ
る
場
合
は
工
業
高

校
も
対
象
と
す
る
こ
と
、
既
存
の
枠
組
み

で
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
枠
組
み

を
拡
充
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

工
業
高
校
に
お
け
る

産
業
設
備
予
算
の
確
保

　

人
材
の
確
保
・
育
成
策
と
し
て
掲
げ
て

い
る
政
策
の
二
つ
目
は
、
工
業
高
校
に
お

け
る
産
業
設
備
予
算
の
確
保
で
す
。

　

都
道
府
県
立
専
門
高
校
に
対
す
る
産
業

教
育
設
備
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
三
位
一

体
改
革
に
よ
り
2
0
0
5
年
度
に
一
般
財

源
化
さ
れ
た
た
め
、
都
道
府
県
立
専
門
高

校
の
設
備
整
備
は
都
道
府
県
の
予
算
で
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
、

経
済
安
全
保
障
に
対
応
す
る
産
業
の
大
変

革
の
中
で
、
工
業
高
校
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
そ
の

実
験
・
実
習
設
備
は
老
朽
化
が
指
摘
さ
れ

産
業
政
策
要
求
か
ら
見
た
工
業
高
校
の
課
題

　

金
属
産
業
で
は
、
近
年
の
人
材
獲
得
競

争
の
激
化
に
よ
っ
て
、
人
材
の
確
保
・
定

着
が
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
存
続
に
か
か

わ
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

高
卒
就
職
者
の
減
少
、
工
業
高
校
へ
の
入

学
希
望
者
の
減
少
な
ど
に
よ
る
技
能
系
人

材
の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
金
属

産
業
の
将
来
を
担
う
人
材
の
確
保
・
育
成

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
金
属
労
協
「
2
0
2
4
年

産
業
政
策
要
求
」
と
「
地
方
に
お
け
る
産
業 

政
策
課
題
2
0
2
4
」
で
は
、「
も
の
づ
く

り
産
業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
」

を
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

産
官
学
連
携
に
よ
る

人
材
育
成
の
強
化

　

人
材
の
確
保
・
育
成
策
と
し
て
掲
げ
て

い
る
政
策
の
一
つ
目
は
、
産
学
官
連
携
に

よ
る
人
材
育
成
の
強
化
で
す
。

　

2
0
2
2
年
５
月
に
成
立
し
た
経
済
安

全
保
障
推
進
法
で
は
、
金
属
産
業
に
お
い

て
も
、
半
導
体
、
蓄
電
池
な
ど
が
「
特
定

重
要
物
資
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
支
援
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
産

学
官
連
携
の
も
と
「
関
西
蓄
電
池
人
材
育

成
等
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
や
「
九
州
半
導

体
人
材
育
成
等
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
等
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
、
産
業
に
必
要
な
人
材
を
明
確
化
し

た
上
で
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
や
支

援
機
関
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導

入
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

産
業
の
未
来
を
見
据
え
た
人
材
確
保
・

育
成
を
進
め
る
必
要
性
は
、「
特
定
重
要
物

資
」
に
限
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
他
の
産
業
、
地
域
に
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
、
金
属
産
業
全
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
強
靱
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

技
能
系
人
材
の
育
成
を
担
う

工
業
高
校
を
対
象
に

　

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
で
は
、
大
学
と
高
専
は
取
り
組
み
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
工
業
高
校
を

て
お
り
、
予
算
の
制
約
に
よ
り
更
新
や
修

繕
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
人
材
の

輩
出
力
こ
そ
が
地
域
の
活
力
の
源
泉
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
専
門
高
校

の
弱
体
化
は
地
域
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け

る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル・ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
2

 

0

 
1
 
4
 

年
度
～
2
0
2
1
年
度
）、
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
（
2

 
0
 
1
 

9
年
度
～
）、
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
2
0
2
1
年
度
～
2
0
2
3
年
度
）、

ス
マ
ー
ト
専
門
高
校
（
2
0
2
0
年
度
第

３
次
補
正
予
算
）、
地
方
交
付
税
の
増
額

（
2
0
2
1
年
）
と
支
援
策
を
小
刻
み
に
つ

な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
専
門
高
校
の
予
算
を

確
保
し
て
い
ま
す
が
、
抜
本
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
に
対
す
る
産
業
設
備

予
算
拡
充
の
取
り
組
み

　

金
属
労
協
で
は
、
国
に
対
し
て
、
都
道

府
県
に
対
す
る
補
助
の
創
設
を
求
め
る
と

と
も
に
、
都
道
府
県
に
対
し
て
は
、
各
都

諏
訪 

美
千
代

金
属
労
協
政
策
企
画
局
部
長
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道
府
県
の
金
属
部
門
連
絡
会
を
通
じ
て
、

産
業
設
備
予
算
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
実
験
実
習
設
備
の
購

入
費
（
新
規
・
更
新
）
や
修
繕
費
、
工
具
や

実
習
材
料
の
予
算
拡
充
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
に
よ
っ
て
は
、地
方
自
治
体
、

専
門
高
校
と
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
民

間
企
業
が
連
携
し
、
民
間
企
業
が
産
業
教

育
設
備
や
修
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
を
制

度
化
す
る
こ
と
や
、
そ
の
際
の
設
備
の
運

搬
・
設
置
費
用
に
つ
い
て
地
方
自
治
体
が

補
助
す
る
こ
と
も
、
企
業
に
よ
る
支
援
を

後
押
し
す
る
上
で
重
要
で
す
。

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の

活
用
拡
充

　

三
つ
目
の
政
策
は
、
も
の
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
の
活
用
拡
充
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
若
年
技
能
者
人
材
育
成

支
援
等
事
業
で
は
、
若
者
の
も
の
づ
く
り
、

技
能
離
れ
等
の
実
態
を
踏
ま
え
、
技
能
尊

重
機
運
の
醸
成
と
産
業
活
動
の
基
礎
と
な

る
技
能
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ

る
技
能
継
承
な
ど
の
技
能
振
興
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
分

野
及
び
Ｉ
Ｔ
分
野
に
関
し
て
優
れ
た
技
能
、

経
験
を
有
す
る
方
を
「
も
の
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
」
と
し
て
認
定
・
登
録
し
、「
も
の

づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
が
中
小
企
業
や
学

校
な
ど
の
若
年
技
能
者
に
対
し
て
実
践
的

な
実
技
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
効
果
的
な

技
能
の
継
承
や
後
継
者
の
育
成
を
行
う
も

の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
」
の
活
動
実
績
を
見
る
と
、
2
0
2
2

年
度
で
受
講
者
の
べ
人
数
が
7
万
7
 

3
2
6
人
、
う
ち
工
業
高
校
や
中
小
企
業

に
対
す
る
実
技
指
導
が
5
万
1
1
1
7
人 

と
な
っ
て
お
り
、前
年
度
の
16
万
4
5
0
4

人
か
ら
半
減
以
下
の
実
績
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
工
業
高
校
・
中
小
企
業
な
ど
に

お
け
る
「
実
技
指
導
」
を
と
く
に
重
視
し
、

そ
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

工
業
高
校
の
視
察

　

政
府
や
都
道
府
県
等
へ
の
働
き
か
け
に

加
え
て
、
労
働
組
合
の
取
り
組
み
と
し
て
、

工
業
高
校
の
視
察
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
目
的
は
、
施
設
の
見
学
や
教

職
員
と
の
意
見
交
換
に
よ
っ
て
、
実
験
・

実
習
設
備
の
老
朽
化
等
、
工
業
高
校
教
育

の
課
題
を
把
握
し
、
地
方
自
治
体
へ
の
要

請
活
動
に
迫
力
を
も
た
せ
る
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
の
目
的
は
、
進
路
指
導
の
先
生

や
生
徒
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
金
属

産
業
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
金
属

産
業
の
生
産
工
程
の
求
職
者
数
は
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
産
業
・
職
種
の
平
均

と
比
較
し
て
採
用
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
校
の
進
路
指
導
の
先
生
や
生
徒
に

対
し
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
魅
力
を
直
接

発
信
し
、
人
材
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
連
合
会
の
金
属
部
門
等
で
は
、
工

業
高
校
見
学
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
奈
良
地
区

協
議
会
で
は
、
2
0
1
8
年
か
ら
工
業
高

校
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
で
は
、

奈
良
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
や
組
合
Ｏ

Ｂ
で
あ
る
奈
良
県
の
産
業
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
連
携
し
て
準
備
を
進
め
、
県
の
組

織
内
議
員
や
奈
良
県
産
業
・
雇
用
振
興
部
、

奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
と
と
も
に
視

察
を
行
う
こ
と
で
課
題
を
共
有
し
、
地
元

企
業
と
工
業
高
校
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
構

築
す
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
全
国
に
広
げ
る
こ

と
で
、
金
属
産
業
の
生
産
現
場
を
担
う
人

材
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

高卒新卒者の求人・求職状況の推移

資料出所：厚生労働省「高校・中学新卒者のハローワーク求人に係る求人・求職状況」

奈良県立奈良商工高等学校の視察（JCM奈良地区協議会）


